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百日咳疑いの検体
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PCR：陰性

百日咳疑い検体を中心とした不明疾患の
メタゲノム解析を用いた病原体の検出

メタゲノム解析

検体の中にある細菌を次世代シーケンサー（NGS）

で網羅的に検索、解析により配列決定の後、相同
性解析により推定

検体の中にある遺伝子情報を網羅的に解読可能

NGS検体中の
細菌

PC解析
（Galaxy等）

16S rDNA遺伝子
細菌のリボソーム（ribosome）

・ タンパク質合成に関わる細胞内小器官

・ 単位は沈降係数 S

・ 小サブユニット（30S）と大サブユニット（50S）で構成

・ 小サブユニットは16S rRNAとリボソームタンパク質で構成

・ 16S rRNAをコードする遺伝子が16S rDNA

30S

50S

16S rRNA

リボソームタンパク質

16S rDNA

細菌のリボソーム

16S ｒDNA遺伝子での菌種分類

16S ｒDNAは菌種によって異なるため分類が可能

出典：ゲノムリード株式会社

目 的

百日咳疑い等の検体のうち原因不明のもの

メタゲノム解析

・ 病原体の特定

・ 原因不明疾患の解明

診断や感染症対策のための知見を得る
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方法

DNA抽出

ライブラリ調製

NGS

データ解析

Ｎanopore社
「16ｓバーコーディングキット」を使用

出典：臨床検査室におけるナノポアシーケンシング技術を用いた新
型コロナウイルス感染症の疫学的解析実用化に向けての取り組み

検体
→鼻腔拭い液など

MinIONとIlluminaの比較

MinION Illumina

読み取り領域 V1ｰV9 V1ｰV2および/またはV3ｰV4

読み取り精度 低い（～95％） 高い（99.9％）

時間 短い（1～48時間） 長い（21～56時間）

コスト 低い 高い

MinIONはIlluminaより読み取り領域が広い

研究計画

令和7年度
•百日咳疑いで検査陰性となった検体のメタゲノム解析

令和8年度
•過去の原因不明疾患のメタゲノム解析

令和9年度

•疫学調査

•データ整理

研究の効果

・病原体と症状との関連データの蓄積

・診断や感染症対策の一助

県民の健康福祉の向上
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